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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・演習を通じて産業財産権に関する知識を整理する。

〔説明〕
・それぞれの演習は、学生の専攻に合わせて適宜題材等を変更して使うとよい。
・また、90分の授業でいくつの演習を行うかについても適宜決めるとよい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
1. アイデアや創作物を保護するために文章で権利対象を表現し、文章によって権利範囲が決まることを経験する。
2. 特許、実用新案、意匠、商標の意義を考える。

〔説明〕
1. グループでお互いの文章を比較し、権利範囲の広さ、表現の妥当性について意見交換する。なお、題材は消しゴムを用いているが、適宜変更してよい。
2. 技術的な思想を保護するためには特許権を取得することが重要となるが、物品の形状のような考案を保護するだけでよい場合は、実用新案権で保護するのもよい。また、税関において模倣品の輸入差止をするためには、一目見て権利侵害だと分かりやすい、物品のデザインを保護する意匠権、商品・役務に使用されるマークを保護する商標権が効果的である。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・与えられたテーマから課題を抽出する意識を持つ。
・課題を解決するプロセスを経験する。
・グループでお互いの考え方を知ることで、課題のとらえ方、課題の解決手法についての違いを意識する。

〔説明〕
・飲み物用容器を課題として与えているが、身の回りの物であれば何でもよい。
・課題としては、何を不便だと思っているか、また将来カタチがどのように変わっていく可能性があるかを考える機会を与える。そして、デザインにより課題を解決するプロセスを実感してもらう。
・デザイン画は課題解決のための形状が反映されているか、特許請求の範囲（クレーム）は、具体的な形状をそのまま記載するだけではなく、より広い権利が取得できるような工夫がされているかを検討する。
・グループで意見交換をするときには、誰の特許請求の範囲が一番広く権利を守れるかを比較してもよい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・デザインと産業財産権法とを関連付けて考える。

〔説明〕
1. 産業財産権は先願主義を採用しているので、実現しそうなアイデアが生まれた時点で出願を考えることが重要。特許権、実用新案権、意匠権により、新しい扇風機の技術やデザインを保護することが考えられる。
2. AとBが共同で出願するのであれば、守秘義務が課されないAとB以外には、出願するまでアイデアを話してはいけない。製造してくれるメーカーX社に対しても権利を取得する前にアイデアを公開してしまうと、権利を取得できない可能性がでてくるだけでなく、アイデアを使った製品を許可なく製造されても、自分たちの権利を主張することができないおそれがある。取得した特許権、意匠権を利用してメーカーX社とどのような契約をするかはケースバイケースであるが、譲渡、ライセンスが一般的といえる。
3. AとBのアイデアを合わせて新しい扇風機が開発されたので、AとBは共同創作者といえる。Cは製造するために手伝っただけなので、創作者にはならない。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・自分の創作物は知的財産として保護しないといけないものの、アイデアを盗まれるケースは生じ得る。その場合に、どのように対応したらよいかを考える機会を与える。

〔説明〕
・特許を受ける権利を有するのは発明者であり、それ以外の権利を有していない者が出願したものを冒認出願という。では、真の権利者はどう対応すべきであるか。対応は、特許権が付与される前と付与された後で異なる。特許権が付与される前では、真の権利者は冒認者に対して、特許を受ける権利に係る確認訴訟を提起し、その判決を根拠に出願人の名義変更を申請することが認められている。判決の結果を特許庁に提出し、出願人名義を自分に変更することで冒認者の出願を自分のものにすることができる。付与された後であれば、真の権利者は、冒認者から特許権を取り戻す移転請求が認められている（特許法74条1項）。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・自分で課題を見つけ出し、デザイナーとしてどのように解決手段を見出すかについて考える。自分の関心があるデザイン分野だけでなく、グループで話し合うことで、さまざまなデザインの活用法があることに気付き、そのデザインを保護、活用するために知的財産が有効なツールとなることを理解する。

〔説明〕
・街づくりをブランディングするなかで、デザイン、技術を活用することを考える。デザイン、技術については特許権、実用新案権、意匠権を利用し、またブランディングでは商標権を活用する観点から考えるとよい。
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